兼好の恋愛観―女性の位置づけをめぐって― by 劉, 若芬
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俗のおもしろう胚りたりし朝、
人のがり百ふぺき事ありて文
をやるとて、
営のこ
と何とも
いはざりし返事に、「この省い
かゞ見ると、
一節のたまはせぬほど
の、
ひがひがしからん人
のおほせら 、事、
間きいるぺきかは。
返々口をしき御心な
り」と言ひたりしこそ
を
かしかりしか
。今は亡き人なれば、
かばかり 事も忘れ
がたし。
（第三十一段）
笞が趣深く降った朝、
ある人に所用のために手紙を屈けたが、
笞のことには一言
も触れなかった。
その返事に、「そんな粗野な
．お
方の仰せを受け入れ
るわけにはいき
ません」と掛かれて来た。
この段の主姐は、「返事」の文面に
現れて
いる、
純粋かつ率直に
自分を非難した、「亡き人」の性格にある。
返事のことば．つかい
から、
この相手は女性とみられており、
次の第三十二段と同じ、
兼好ごのみの女性像として描き出されていると考えられる。
九月二十日の比、
ある人にさそはれたてまつりて
、明
くるま
で月見ありく事侍りしに、
おぽしいづる所ありて、
案内せさ
せて入り給ひぬ。
荒れたる庭の露しげきに、
わざとならぬ匂
ひ、
しめやかにうち黛りて、
しのぴたるけはひ、
いとものあ
はれなり。
よきほどにて出で給ひぬれど、
なほ事ざまの仮に
おぽえて、
物のかくれよりしばし見ゐ
たるに、
要一Pを今少し
おしあけて、
月見るけしきなり。
やがてかけこもらましかば、
くちを からまし。
跡まで見る人ありとは、
いかでか知らん。
かやうの事は、
たゞ朝夕の心づかひによるべし。
その人、
ほ
どなく失せにけりと叫き侍りし。
（第三十二段）
この女性について見るに、
まずしのぴ住みのけはい、
わざとな
らぬ庶物の用意、
さらには自然となごりを惜しむ姿、
すべでが兼
好の好みそのままであるが、
彼はこれを「朝夕の心づかひ」によ
るものであろうとしている。兼好は人の死
後の印象・痕跡がこの
世から梢滅してゆく過程を述ぺて
いた。
そう
いう無常遷流の世に
も、
なお人間の真実・其梢が、
死後のいまも、
自分の心に残り止
まっている趣を述ぺたものと考えられ
「久しくおとづれぬ比、
いかば
かり恨むらんと、
我が怠り思
ひ知られて酋菜なき心地するに、
女の方より、「仕Tやある、
ひとり」など言ひおこせたるこそ、
ありがたくうれしけれ。
さる心ざましたる人ぞよ
き一と、
人のJtlし侍りし、
さもある
ペき事なり。
（第三十六段）
前の二段を受けるこの段は、
男が撫沙汰絣きをすまなく思って
いる時、
気軽に用事をいってよこす
ような女がよいという話であ
る。
どうしてこのような女が「ありがたくうれしけれ」と評され
るかという問姐には、
従来二つの陪釈がある。
―つは西尾実説で
「その、
男を信じて、
少しも疑うところのないの
を、
男が「あり
がたく、
うれ
しけ
れ」と讃め、「さる心ざましたる人ぞよき
j
と
It3 
認めている」とす も
のである。
また、
ーつは、
久保田淳説で
「男にばつの悪い思いをさせず
に、
さりげなく音位のきっかけを
ル
4
作ってやる賢さが、「ありがたくうれし」いのだ」と説くもので
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くらぺこし板分裂も同すぎぬ君ならずして誰かあぐぺき
などいひいひて、
つゐに本意のごとくあひにけ
り。
さて、
年ごろ経るほどに、
女、
親なくたよりなくなるままに、
もろともにいふかひなくてあらんやはとて、
かうちの国、
高
安の郡に、
いきかよふ所出できにけり。
さりけれど、
このも
との女、
悪しと息へるけしきもなくて、
出しや ば
お
とこ、
こと心ありてかか
るにやあらむと思ひうたがひて、
前
栽の中にかくれゐて、
かうちへいぬる頻にて見
れば、
この女、
いと
よう仮粧じて、
うちながめて
風吹けば沖つ白浪たった山夜半にや君がひとりこゆらんるまに
女、
返し、
ある。東洋でも西洋でも、
物語には信念を持った女主人公が登場
し、
さんざん苦労をして、
ようやく男主人公と会うという話が少
．な
くない。たとえば、「伊勢物語
j
の有名な第二十三段「筒井筒」
注s
にも次のような話がある
。
むかし、
田舎わたらひしける人の子ども、
井のもとに出でて
あそぴけるを、
大人になりにければ、
おとこも女も恥ぢかは
して りけれど、
おとこはこの女をこそ得めと思ふ。女はこ
のおとこをと思ひつつ、
栽のあはすれども、
間かでなんあり
ける。
さて、
この隣のおとこのもとよりかくなん。
箭井つの井筒にかけしまろがたけ過ぎにけらしな妹見ざ
とよみけるをききて、
限りなくかなしと思ひ
て、
河内へもい
かずなりに り。（下略）
夫の不行跡を知りなが
らも、
ひたすらそ
の身を案じてよんだ
「凪吹けば」の歌が、
男の心を再びとりもど
す瓜要な契機となっ
てい
る。「徒然草
j
の第三十六段のこの女も、
こういう辛抱強い
人なの
かもしれない。次に、
兼好が手般しい女性論を説く第百七
段からこ．の問題の答えを見付けてみよう。
女の物甘ひかけたる返事、
とりあへずよきほどにする男はあ
りがたきものぞとて、
亀山院の御
時、
しれたる女房ども、
若
き男述の参らる、毎に、 郭公や
聞き給へ
る」と問ひて心
み
られけるに、
なにが
しの大納言とかやは、「数ならぬ身は、
え聞き候はず」と答へ
られけり
。掘川内大臣殿は、「岩倉に
て聞きて候ひしゃらん」と仰せられ りけ
るを、「これは難
なし。かずならぬ身、
むつかし
」など定め合はれけり。すぺ
．
てをのこをば●女に笑
はれぬやうにおほした
っぺしとぞ。
「浄土寺前関白殿は、
幼くて、
安喜門院のよく教へ参らせさ
せ給ひける故に、
御詞などのよきぞ」と、
人の仰せられける
とかや。111階左大臣殿は、「あや の下 見奉るも、
いと
恥づかしく、
心づかひせらる、」とこそ、
仰せられけれ。女
のなき枇なりせば、
衣文も冠も、
いかにもあれ、
ひきつくろ
ふ人も侍らじ。
かく人に恥ぢらる、女、
如何ばかりいみじき
ものぞと息ふに、
女の
性は特ひがめり。
人我の相深く、
食欲
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甚だしく、
物の理を知らず、
ただ迷ひの方に心も早く移り、
詞も巧みに、
苦しからぬ事をも問ふ時は哲はず。
用意あるか
と見れば、
また、
浅ましき事まで、
問はず甜りに言ひ出す。
深くたばかり簡れる事は、
男の智恵にもまさりたるかと思へ
ぱ、
その事、
跡より顕はるヽを知
ず。
すなほならずして、
拙きものは女なり。
その心に従ひてよ
く思はれん事
は、
心菱
•かるぺし。
されば、
何かは女の恥づかしからん。
もし賢女あ
らば、
それもものうとく、
すさまじかりなん。
ただ迷ひを主
としてかれに従ふ時
やさ
しくも、
おもしろくも党ゆぺき事
なり。
（第百七段）
女の本性は、
すべて、
ねじけたものである。
女は自我に執着す
る状態が深くて、
やたらに欲が強く、
物の道理を解さない。
心が
率直でなくて、
愚劣なのは、
女というものである。万一、
オ智の
すぐれた女がいるとし も、
それも、
何となく親しみがなく、
魅
力がないに違い 。
と、
兼好はこのように、
女を敬しく批判し
否定している。
この点について
は、
後述するが、
第三十六段の女
主人公は本性のまま行動するでもな
く、
いわゆる「賢女」でもな
いと推察できる。
従って、
私は西尾実説に賛同するのであるが、
次のような女性を兼好ごのみと考えたい。第三十一段
、三
十二段
、
三十六段に描かれた
ように純粋で率直で自然となごりを惜しむ姿
)J
そが兼好の理想とする女であ
り、
こまやかな心造いの
できる女
性像を、
彼は求めたのである。
さらに女の本性があらわ
に描かれているのは第百七十五段の次
の一節である。
人の上にて見たるだに心憂し。
思ひ入りたるさまに、
心にく
しと見し人も、
思ふ所なく笑ひののしり、
詞多く、
烏帽子ゆ
がみ、
紐はづし、
腔席くかかげて、
用意なき気色、
日来の人
とも党えず。
女は額髭はれらかに掻きやり、
まばゆからず顔
うちささげてうち笑ひ、
盃もてる手にとりつき、
よからぬ人
はさかな取りて口にさしあ
て、
みづからも食ひた
る、
様あし。
声の限り出して、
おのおの謡ひ舞ひ、
年老いたる法師召し出
されて、
黒くきたなさ身を屑抜ぎて、
目もあてられずすぢり
たるを、
典じ見る人さへ、
うとましく憎し。
（第百七十五段
）
酒を飲むと、
老若炭賤男女を問わず、
本性のままを表わすこと
が少なくない。
礼俄にかなわない誇張した仕草をして、
大声を張
り上げている姿、
とくに女の酔態は兼好にとって、
どうにもたま
らない醜悪・下品 振鉗として退けられるのである。
要といふものこそ、
をのこの持つまじきものなれ。「いつも
独り住みにて」など聞くこそ、
心にくけれ。「誰がしが婿に
成りぬ」とも、
また、「如何なる女を取りすゑて、
相住む」
など聞きつれば、
無下に心劣りせらるヽわざなり。異なる事
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なき女をよしと思ひ定めてこそ添ひゐたらめ
と、
賎しくもお
しはかられ、
よき女ならば、
らうたくして、
あが佛とまもり
ゐたらめ、
たとへば、
さばかりにこそと党
えぬぺし。
まして、
家の内を行ひ治めたる女、
いと口をし。子など出できて、か
しづき愛し る、
心擾し。男なくなりて後、
尼になりて年寄
りたるありさま、
亡き跡まで浅まし。
いかなる女成りとも、
明荘源ひ見んには、いと心づきなく、
憎かりな
ん。
女のため
も半空にこそならめ。
よそながらときどき通ひ住まんこそ、
年月経ても絶えぬ からひともな
らめ。
あからさまに来て、
宿り居などせんは、
珍らしかりぬべし。
（第百九十段）
この段と、
次に示す第二百四十段は、
結婚否定論、
特に、
同居
婚に対する否定的な見解を説いたものであ
る。
つまり、
恋愛は情
趣があるが、
結婚は味気ない、
という意見である。兼好によると、
女とは「迷ひを主としてかれに従ふ時」（第百七段）こそ僅雅にも魅力的にも感じられ 対象である。
したがって、
いわぱ非日常
・
的な枇界で出会う
べきその女を
、「要」として日常的な場の中に
祁き入れたら堪え難い違和感が生まれるはずである。
しのぶの捕の役の見るめも所せく、
くらふの山も守る人しげ
からんに、わりなく通はん心の色こそ
浅からず哀と思ふふ
しぶしの、
忘れがたきことも多からめ
。親・はらからゆるし
て、
ひたふるにむかへ裾ゑたらん、
いとまばゆかりぬぺし。
世にあり佗 る女の、似げなき老法
師、
あやしの吾要人なり
とも、
賑は、しきにつき
て、「誘ふ水あ
らぱ」など云ふを、
仲人、
何方も心にく さまに言ひなして、
知られず、
知らぬ
人をむかへ て来たらんあいなさよ。何事をか打ちいづる言の薬にせん。年月のつらさを
も、「分けこし葉山の」なども
あひかたらは こそ、
斑きせぬ言の紫にてもあらめ。すぺて、
余所の人 取りまかなひたら
ん、
うたて、
心づきなき事多か
るべし。
よき女ならんにつけても、品くだり、
見にくヽ、
年
も長けなん男は、
かくあやしき身のた
めに、あ
たら身をいた
づらになさんやはと
人も心おとりせられ、
我が身は、
むか
ひゐた んも、
影は．つ
かしく党えな
ん。
いとこそ、
あいなか
らめ。梅の花かうばしき夜の瀧月に仔み、
みかきが原の露分
け出でん在明 空も、
我が身さまにしのばるぺくもなからん
人は、
たゞ色この
まざらんにはしかじ。
（第二百四十段
）
他人に用意され、
認められた結婚をいとわしいとするもので、
人目をはぱかりつつ営まれるいわゆる忍ぷ恋や、
苦難をしのいで
結ばれた男女の仲などは容認して
る。
この二つの段で、
兼好の
論じる理論はいずれも主観的すぎ批判的すぎ に述いない。
三木
に6
紀人氏が解説されているようによほどラディカルな人間論か、でなければ、
一生結婚することなく終わった男の嫉妬の梢を背後に
見ないかぎり
にわかに理
解できない論である。
たとえば、「詩
It7 
経」の「邸風」に次のような古詩がある。
死生契闊
（死生契
闊
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執子之手輿子偕老輿子成説
子と説りを成しぬ子の手を執子と偕に老いんと）
死んでも生きてもどんな苦労があろうとも、
あなたとの間には
ちゃんとした約束がある。
あなたの手をにぎったまま、
あなたと
一甜に白嬰に
なるまで夫婦でいようと笹う。「いかなる女成りと
も、
明介在添ひ見んには、
いと心づきなく、
悧かりなん」（第百九
十段）という兼好の考えと巡
って、
これが男女、
夫婦の間の偕に
ついての栢極的、
肯定的な考えというものであろう。
風も吹きあへずうつろふ人の心の花 、
なれにし年月を思へ
ば、
あはれと間きしことの紫ごとに忘れぬものから、
我が世
の外になりゆくならひこそ、
亡き人のわかれよりもまさりて
かなしきものなれ。
（第二十六段）
この一文は、
ある女性とほんとうに親しみ、
愛し合ったにもか
かわらず、
別れてしまった切ない経験が兼好にあったがために粛
•か
れたものである
に違いない。「兼好法師集」には、
そのような
it. 
．体
験の痕跡とおほしきものをいくつか見付けることができる。
たのもしげなることいひて、
たちわかるる人に
はかなしやいのちも人のことのはもた ま ぬ世をたのむわかれ
いまさらにかはるちぎりとおもふまではかなく人をたのみけるかな
わすらるる恋
わればかりわすれずしたふ心こそなれても人になら ざりけ
兼好の出家の動機が何であったかは、
今ではつきとめえない。
しかし、
彼の出家は三十歳前後の時のことであるから、
出家の原
困のひとつに、
失恋にかかわることがあったのではないかという
推測が成り立 。「世の人の心まどはす事、
色欲にはしかず。
人
の心は愚かなるものかな
」（第八段）という久米仙人のことを例
として挙げた兼好は、
人間の色欲の迷いが官能による自然の触発
であることを肯定する。
しかし、「愛滸の道」の「み．つから戒め
て、
恐るぺ＜慎しむぺきは、
この惑ひなり」（
第九段）という男
女の愛培の道への戒めには、
兼好の女への無関心を示すのではな
く、
女という捉えがたい心理や存在に対する恐怖と駿病な心を指
摘できるのではないか。
二月十五日、
月明き夜、
うちふけて、
千本の寺にまうでて、
うしろより入りて
、．ひとり頗ふかくかくして聴間し侍りしに、
擾なる女の、
姿・匂ひ、
人よりことなるが、
わけ入りて膝に
ゐかヽれば、
にほひなどもうつるばかりなれば、便あしと思
ひて、
すり退きたるに、
なほゐよりて、
同じ様なれば、
立ち
れ
つらくなりゆく人に
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ぬ。
その後、
ある御所さまのふるき女房の、
そゞろごと言は
れしついでに、「無下に色なき人におはしけりと、
見おとし
たてまつることなんありし。梢 しと恨み奉る人な
んある」
との まひ出した
るに、「更にこそ心得侍らね」と申してや
みぬ。
この事、
後にき、侍りしは、
かの聴間の夜、
御つぼね
の内より人の御覧じしりて、
候ふ女房をつくりたてていだし
給ひて、「ぴんよくは、
言業などかけんものぞ。
その有様参
りて申せ。典あら 」と
て、
はかり給ひ
けるとぞ。（第二百三十八段）
涅槃会の夜、
千本釈迦党において、
ある人
の意を体した美女に
語惑された時、
その悩ましい誘惑に乗
らず、
無視と沈黙とを選ん
で済ませた用心深さを、
兼好はこのよ
うに自賛している。「女に
たやすからず思はれんこそ、
あらまほしかるべきわざなれ」（第
三段）と説き、
服しい女性観を持っていた人の、
男性らしい惧狐
さと自批がよくうかがえる一節である
。が、
兼好が匂わせている
ような恨重な振舞というよりも、
本能的な恐れによる退却なのだ
と、
言うべきかもしれない。
．
「徒然平」には、
兼好と同時代に生きた若い女性としては、
延
政門院
（第六十二段）と今出川院近衛（第六十七段）
の二人しか
登楊しない。そのほか
具体的に登場するのはもはや老女となっ
四
た女達だけである。
女への返事のしかたを浄土寺の関白に教えた
と伝えられる安喜門院（第百七段）、
沓冠り歌で父帝への
思いを
伝えたという幼い日の延政門院の逸話（第六十二
段）、
新築の内
衷の消涼殿の櫛型の窓の縁が、手本とした閑院殿と述っていたことを証言した玄郎門院 逸
話（第三十三段）、
内侍所の神楽に持
ち出される剣が、
三種の神器の
l
つの宝剣ではなく、
消涼殿の昼
の御座にある剣である 、
ひそかに訂正した「古き典侍」（第百
七十八段）など、
過去の時代をさながら継承するように、
故実を
伝える老貨女達の姿は、
森厳な存在感を「徒然草
j
の中で、
主張
している。
つまり、
兼好の「女」への思いは、
現実における失恋
を経て、
古きものへの愛沿と執珀に象徴されるようなかたちで転
換されたのではないか。非日常の批界で
、思
いがけず出会った趣
味の好い女にひかれ というのも、
非日常性に立脚したものであ
るがためで、
その女は死後もなお、
兼好の中に美しい面影を残し
•yo
そして、
相次ぐ戦乱や、
持明院就・大党寺統の両是統の対立な
どで揺れ動いた十四世紀前半に生きた兼好が、
女流文学の栄えた、
輝かしい王朝の風雅へ 慌憬と思慕の感党に没った ころにも共通の意識を汲み取ることができる。
「祭過ぎぬれば、
後の
葵不用なり」とて、
或人の、
御旅なる
をみな
取らせられ侍りしが、
色もなく鉗え侍りしを、
よき人
のし給ふ事なれぱ、
さるぺきにやと思ひ
しかど、
周防内侍が、
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と詠めるも、
．母屋の御簾に葵のか、りたる枯葉を詠める
よし、
家の集に掛けり。古き歌の詞
甚に、「枯れ
たる葵にさしてつ
かはしける」とも侍り。
枕卒子にも、「来しかた恋しき物、
枯れたる葵」 世け こ
そ、
いみじくなつかしう思ひ寄りた
れ。鴨長明が四季物語に 、「玉だれに後の葵は留りけり」とぞ也ける。
己と枯る、だにこそあるを、
名残なく、
いかゞ
取り拾つぺき。御帳にかヽれる楽王
も、
九月九日、
菊に取り
かへらる、といへば、
為蒲は菊の折までもあるぺきにこそ。
枇杷皇太后宮かく 給ひてのち、
古き御帳の内
に、
松茄·薬
王などの枯れた が
侍りけるを見て、「折ならぬ音をなほぞ
かけつる」と妍の乳母のいへる返事に、「あやめの草はあながら」とも、
江侍従が詠みしぞかし。
（第百三十八段）
賀茂祭の後、
簾に掛けられていた
葵を取り捨て
させる「よき
人」がいた。
その事を無風流なことと感じた兼好は、
古典の文章
から「よき人」の行為の不当さの証となるものをあげている
。葵
．の
艶な雰囲気が現れるこの段には、
兼好の王朝的みやぴの世界へ
往9
の悽古情緒をはっ り見ることができる
。
とこし
なへに述順につかはる、事
は、
ひとへに苦楽のためな
り。楽といふは、
このみ愛する事なり。
これを求むること
や
む時なし。楽欲する所、
―つには名なり。
名に二種あり。行
り かくれどもかひなき物は
もろ友に
みすの葵の枯葉なりけ
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跡とオ芸との営なり。
二つには色欲、
三つには味なり。万の
ねがひ、
この三つにはしかず。
これ、
顛倒の相よりおこ て、
若干のわづらひあり。
もと
めざらんにはしかじ。
（第二百四十二段）
物事を好み愛することから、
さまざまな願い
を求めることにな
る。
この願いは、
誤った思いから生まれるもので、
多くの苦悩を
伴う。
だから、
兼好は面望を持たないほうがよかろうと力説して
いる。第九段で「六瞑の楽欲おほしといへども、
皆厭離しつべし。
その中に、
ただ、
かの惑ひのひとつ
止めがたきのみぞ、
老いたる
も若きも、
智あるも愚かなるも、
かはる所なしとみゆる」と沿い
ていた。顧望は一切持
たないほうがよかろうと言い、
また、「色
欲」の迷いだけは止め
ることが
難しいとも柑いている
兼好は、
「女」に対して、「男女の梢」に対して、
やはり解決できないで
いたと言わざるを得ない。
物事を深く考えてい
る兼好は、「男女間の情」も鋭く見透か
し
ていた。
恋は風も吹きあえず散ってゆ
く花だとも説い
ている。
「よそながらと
きどき通ひ住まんこそ、
年月経て
も絶えぬなから
ひともならめ。
あからさまに来て、
宿り居などせんは、
珍しかり
ぬぺし
」（第百九十段）と論じ
た兼好は、
人の
心も枇と同じく
刻々変わって行くた に、
通い婚を認めたのだろう。兼好にとっ
て、
現実の女は愚か
で、
醸く、
捉えどころのない存在であった。
日常の場面において、
純粋で率直で自然となごりを惜しむ女は
めったにいない。
それに対して、
非日常的な場面の女は、
隔てら
れた向う側の世界で、
抑えられた思いを解き放つぺく、
あくまで
•も
、
理想的に美しく存在したのである。
兼好は、
日常的な生活空間における女の本性を批判し、
自らの
体験もあってか、
本能的に女との接触を避けていたふしがある。
また、
結婚という形で制度化された男女の関係を否定した。
しか
し、
色好みを認め、
恋の情趣を理解していた点、
そして理想的な
．女
性像として、
趣味がよく、
つつしみ深い女を描いている点から
考えると、
兼好にとって、
恋愛や女性像は―つの美意識として捉
えられたものであったのではなかろうか。注1
r徒然草」の引用は、
日本古典文学大系本（岩波苦店）による。
以
下同じ。
注2
「時経」の引用は吉JII幸次郎「待経国風」上（中国詩人選梨ー、
岩
波苔店、
昭和＝二十三年）による。
注3
安良岡康作「徒然草全注釈』上巻（角川野店、
昭和四十二年）一八
ーページ。
注4
久保田淳
「徒然草を読む」（「別冊国文学・徒然草必携
j
―九八一
年）
。
注5
「伊勢物語』の引用は、
8本古典文学大系本（岩波啓店）による。
注6
三木紀人『徒然草全訳注』四（講談社学術文郎）昭和五十匹年—五
十七年。
注7
注2に同じ。
注8
「兼好法師媒』の引用は、
R初編国歌大
観j
第四巻所収本による。
注9
三田村雅子「後の葵ー徒然草の
E女」」（「国文学」平成元年三月号。
（参考文献）
安良岡康作「徒然草全注釈
j上巻・下巻
昭和四ニー四三年角JIl酋店
宮弁徳次郎・貨志正造
鑑賞日本古典文学第十八巻「方丈記・徒然草」昭
和五十年角川杏店
（岡山大学大学院文学研究科）
研究室受贈図書雑誌目鋒口金沢大学語学・文学研究（金沢大学教脊学部）第二十号金沢大学国語国文（金沢大学国語国文 会）第16号花業（「花紫」発行所）6岐阜女子大学紀要
第20号
九州大谷国文 九州大谷短期大学）第二十号京都府立 学学術報告
人文
第42号
金城国文（金城 院 ）第67号代文学論集（日本近代文学会九州支部）第17号群馬県立女子大学紀要
第11号
群馬県立女子大学国文学研究
第11号
-25-
